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普通の家に 7 人の使用人がいるとすれば、健康な状態で少なくとも 3 組の男女関係ができるだろ
う。怠惰な者たちのあいだで他に何が起こりえようか。アレティーノ〈『ナンナとアントニアの話』
ロバート・バートン『憂鬱の解剖』
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の王」はずっと人々の口にあった。こういったことからアリストテレスは若者に芝居を見たり恋
愛物語を聞いたりするのを禁じている（『政治学』第 7 巻第 18 章）。
ゆえに、軽薄な若者たちも娘たちもこれらを益なしと
考えるべし―
　　　　　　　　　［マルティアリス『エピグラム集』第 4 巻〈正しくは 3. 69. 5-6.〉］
若い人たちには、こういったことに手を出させたくない。そのためローマ人たちはウェヌスの神
殿を、ウィトルウィウスが「若者たちが愛の愉悦に慣れてしまわぬよう、城壁の外に」［〈『建築論』〉
























































































アヌス駁論』第 1 巻第 30 章〈正しくは 49 章〉］が述べているように、「自分の妻をあまりに強く
愛する者はすべて姦淫者である」ならば、あるいはトマス・アクィナスが『神学大全』第 2-2 部、
問題 154、第 4 項で述べているように、「触れることも口づけすることも致命的罪である」ならば、






































































































































































































































































































に必要とされているが、アレッサンドロ・ダレッサンドロが〈『愉快な日々』〉第 4 巻第 10 章〈正






























































































　　　　　　〈ベン・ジョンスン『ヴォルポーネ』3. 7. 202-3, 213-15.〉











































































































































































































































































のにも増して、もっとも記憶すべきは、ペトラルカが『親近書簡集』第 1 巻第 5〈正しくは第 3〉
書簡において、カール大帝について語っていることである［コルンマン『死すべき者たちの奇跡


















































さな膜皮、プリニウス『博物誌』8. 66. 165.。ウェルギリウス『農耕詩』3. 280.、『アエネイス』4. 
515.、ティブルス『詩集』2. 4. 58.、ユウェナリス『諷刺詩集』6. 133-44, 615-16. も参照〉、狼の尾
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